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行
政
目
標

　　
重
要
政
策

　
　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
︵
集

　
　

落
︶
の
﹁
集
落
再
生
モ
デ
ル

事
業
﹂を
創
設
し
、
集
落
︵
住
民
︶

に
夢
と
希
望
が
湧
い
て
く
る
施
策

を
実
施
す
る
。

　
　

次
代
を
担
う
若
者
定
住
の
た

　
　

め
、
住
宅
・
宅
地
整
備
・
空

家
の
活
用
・
社
会
教
育
・
子
供
の

教
育
・
子
育
て
支
援
を
充
実
し
、

各
学
年
十
名
程
度
以
上
の
子
供
を

確
保
す
る
。

　
　

資
源
回
収
法
を
国
に
強
く
要

　
　

望
し
、
資
源
の
浪
費
、
ゴ
ミ

の
散
乱
、
紛
争
、
空
気
・
水
・
大

地
の
汚
染
を
未
然
に
防
止
す
る
と

共
に
、
森
林
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、

保
水
力
・
大
気
の
浄
化
能
力
・
食

料
お
よ
び
木
材
生
産
の
向
上
、
農

村
景
観
の
保
全
等
に
努
め
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
気
候
変
動
等
の
環

境
問
題
に
地
域
資
源
を
活
用
し
、

環
境
と
経
済
の
好
循
環
社
会
を
目

指
す
。

　
　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

　
　

振
興
と
雇
用
創
出
を
図
る
た
め

①
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
雇
用
の

　
場
の
確
保
と
新
商
品
開
発
に
よ

　
る
経
営
の
安
定
化

②
農
林
商
工
の
次
の
世
代
に
対
応

　
で
き
る
事
業
支
援

③
新
し
い
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
よ

　
る
雇
用
創
出

④
鳥
獣
害
防
止
事
業
支
援
等
地
域

　
に
即
し
た
産
業
振
興
と
雇
用
創

　
出
を
推
進
す
る

　
　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
︵
ガ
ッ
ト
︹
Ｇ
Ａ
Ｔ

　
　

Ｔ
︺
第
二
十
四
条
で
す
べ
て

の
貿
易
に
つ
い
て
関
税
撤
廃
を
行

う
こ
と
︶
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
︵
経
済
連
携

協
定
︶
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
︵
自
由
貿
易
協

定
︶
、
為
替
相
場
、
賃
金
格
差
な

ど
国
際
化
に
対
応
し
た
産
業
振
興

と
ま
ち
づ
く
り

　
　

生
活
道
路
を
中
心
に
必
要
な

　
　

道
路
整
備
を
促
進
す
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
を
全
集
落
に

　
　

広
げ
、
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
災
害
未
然
防
止
事

業
を
国
、
県
に
要
望
し
、
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
　

公
共
施
設
等
の
有
効
活
用
と

　
　

短
期
・
長
期
の
計
画
的
な
維

持
管
理
を
創
意
工
夫
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

　
　

境
界
明
確
化
推
進
月
間
を
定

　
　

め
境
界
杭
の
設
置
を
促
し
将

来
の
境
界
紛
争
を
防
止
す
る
。

　
　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

　
　

健
康
と
生
き
甲
斐
づ
く
り
、

医
療
、
年
金
、
介
護
等
社
会
福
祉

の
持
続
向
上

　
　

定
住
意
欲
の
高
い
住
民
と
産

　
　

業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

幅
広
い
リ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
育
成

を
促
進
す
る
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
政
策
︵
産
業
振
興
・

　
　

教
育
・
福
祉
・
文
化
等
︶
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

︵
情
報
通
信
技
術
︶ 

を
効
率

的
に
活
用
し
地
域
振
興
を
図
る
た

め
引
き
続
き
上
勝
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
戦
略
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
。

　
　

次
期
過
疎
法
及
び
次
期
中
山

　
　

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を

地
方
の
自
由
度
の
高
い
支
援
策
と

し
て
要
請
す
る
。

　
　

森
林
環
境
税 

︵
新
税
︶

 

の
創
設

　
　

と
林
業
支
援
策
を
要
請
す
る
。

　
　

道
州
制
に
断
固
反
対
し
住
民

　
　

本
位
の
地
方
分
権
の
確
立
を

目
指
す
。

　
以
上
の
十
五
項
目
に
つ
い
て
、

議
会
は
じ
め
住
民
皆
様
方
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
発
想
を
転

換
し
、
﹁
上
勝
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
里
山
の
彩
生
﹂
な
ど
を
活
用

し
上
勝
の
農
村
文
化
の
継
承
発
展

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　

　　
詳
細
は
そ
の
つ
ど
広
報
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
意
見

ご
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
︵
無
駄

浪
費
を
無
く
す
る
︶
政
策
を

推
進
し
、
環
境
と
経
済
・
福

祉
・
教
育
・
文
化
を
一
体
と

し
た
﹁
持
続
可
能
な
地
域

社
会
﹂
を
目
指
す
。

上 

勝 

町 

長

笠

松

和

市

世
界
同
時
不
況
を
チ
ャ
ン
ス
に 

・ 

集
落
再
生
！

三
期
目
就
任
ご
あ
い
さ
つ

　
四
月
七
日
告
示
の
上
勝
町
長
選
挙
に
三
度
無

投
票
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
四
月
二
十
五
日
か

ら
就
任
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
ご
指
導
賜
り
ま

し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
は
、
過
去
十
年
間
の
平
均
で
年
約
四
十

人
の
人
口
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は

十
四
人
の
減
少
と
な
り
四
月
一
日
現
在
で
二
千

人
と
な
り
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
ま
し
た
〇
歳

児
も
去
年
は
九
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
の
受
け
入
れ
に
住
民
の

皆
様
と
と
も
に
取
組
み
、
過
疎
に
歯
止
め
を
か

け
人
口
増
加
に
転
じ
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
三
期
目
、
今
日
ま
で
築
い
て
き
ま
し
た
人
脈

を
生
か
し
﹁
集
落
再
生
﹂
を
大
黒
柱
に
世
界
同

時
不
況
の
ピ
ン
チ
を
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
発
想
︻
経
済
︵
国
民
総
生
産
力
︶
指
標

か
ら
幸
福
︵
幸
せ
を
感
じ
る
未
来
志
向
の
人
口

等
︶
指
標
︼
に
転
換
し
こ
の
難
局
を
住
民
の
皆

様
と
共
に
乗
り
越
え
﹁
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
﹂
に
挑
戦
し
世
界
に
誇
れ
る
上

勝
町
を
目
指
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
﹁
大
所
高
所
に
立
っ
て
住
民
の
目

線
で
共
に
考
え
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
行
政
﹂

”真
善
美
”
を
追
求
す
る
こ
と
を
心
が
け
上
勝

町
の
か
じ
取
り
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
意
見
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
、
三
期
目
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

  

三
期
目
の
抱
負

1

4567

8910

1415

111213

23

道端に人と共生するヨモギ、雪の下、
三つ葉等の宝物

農地の荒廃　秋に雑草を刈ると春にはイタ
ドリ、フキ、ワラビ、ゼンマイ等の宝の山

日本で最も美しい
農村景観の一つ

町内各地に群生する美しいシャガ

 素晴らしい農村集落

美しい農村風景　
元カルビー⑭松尾社長も感動の連続

▲
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お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

彩保育園

16名

上勝幼稚園

11名

上勝中学校

10名

上勝小学校

10名

新
し
い
季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
友
達
と
仲
良
く
、
勉
強
に
、

運
動
に
が
ん
ば
っ
て
ね
。

入
学
入
学

入
園
入
園

入
学
入
学

入
園
入
園

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

入
学
入
学

入
園
入
園

入
学

入
園
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こ
の
度
、
前
高
橋
教
育
長
さ
ん
の

退
任
に
伴
い
、
四
月
一
日
付
で
教
育

委
員
会
教
育
長
に
任
命
さ
れ
た
柏
木

で
す
。
上
勝
町
は
、
昭
和
四
二
年
に
、

私
が
高
鉾
中
学
校
教
員
と
し
て
、
教

員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
地
で
、

三
年
間
勤
務
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
が
三
十
八
年
間
に
渡
る

教
員
生
活
を
全
う
で
き
た
の
も
、
上

勝
で
の
経
験
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
縁
あ
っ

て
再
び
上
勝
町
に
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
、
大
変
感
激
し
て
い
る
と

同
時
に
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
度
は
、

私
を
育
て
て
く
れ
た
上
勝
町
に
恩
返

し
を
す
る
時
だ
と
、
肝
に
銘
じ
て
職

務
に
専
念
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
い
っ
き
ゅ
う
と
彩
の
里
﹂
上
勝
は
、

高
齢
化
と
少
子
化
が
早
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
も
そ
の
影
響
で
児
童
生
徒

数
が
減
少
す
る
な
ど
教
育
の
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
方

に
は
、
先
般
の
対
面
式
で
、
上
勝
で

し
か
で
き
な
い
教
育
、
上
勝
だ
か
ら

で
き
る
教
育
を
模
索
し
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。
未

来
の
上
勝
を
背
負
っ
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
で

も
、
町
当
局
、
学
校
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
め
、
課
題
解
決
の
た
め

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

光
栄
で
す
。
上
勝
教
育
活
性
化
に
全

力
を
注
ぐ
こ
と
を
私
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
を
誓
っ
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

教育委員会教育長

柏 木 俊 美

上
勝
診
療
所
兼
福
原
診
療
所
長

                            

就
任
の
あ
い
さ
つ

上勝診療所兼
福原診療所長

鳥 海 進 一

　
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
た
び
森
敬

子
先
生
の
後
任
と
し
て
上
勝
診
療
所

と
福
原
診
療
所
の
所
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
海
進
一
︵
ト

リ
ウ
ミ
　
シ
ン
イ
チ
︶
と
申
し
ま
す
。

ま
ず
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自

己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
身
は
吉
野
川
市
鴨
島
町
で
、
小
中

高
と
過
ご
し
、
一
浪
後
、
自
治
医
大

へ
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
徳
島

大
学
第
二
内
科
と
県
立
中
央
病
院
で

初
期
研
修
を
行
い
、
県
立
海
部
病
院
、

町
立
日
野
谷
診
療
所
、
町
立
木
頭
診

療
所
を
経
て
、
昨
年
は
自
治
医
大
循

環
器
内
科
で
一
年
間
の
後
期
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
趣
味
は
バ

イ
ク
︵
ゆ
っ
く
り
走
る
ツ
ー
リ
ン
グ
︶、

釣
り
︵
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
投
げ

釣
り
、
磯
︶
、
映
画
鑑
賞
、
子
育
て

な
ど
で
す
。

　
過
去
、
鎌
村
先
生
を
は
じ
め
と
し

て
、
優
秀
な
先
輩
方
が
当
診
療
所
を

支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
前
人
の
植

え
た
樹
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
私
も
今
後

は
循
環
器
内
科
を
中
心
と
し
た
幅
広

い
総
合
診
療
を
上
勝
町
の
皆
様
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
妻
と
長

男
︵
二
歳
半
︶
、
長
女
︵
三
ヶ
月
︶

の
四
人
家
族
で
上
勝
町
へ
引
っ
越
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
所
々
で
お
世
話

に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
が
、
私
と
も
ど
も
皆
様
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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横

石

知

二

副 

社 

長

三

原

知

美

教

　

　

諭

細

束

　

彩 

臨

時

教

諭

新

開

晴

美

主

　

　

事

松

岡

秀

美

係

　

　

長

財
政
総
合
調
整
、
町
の
予
算
、
交
付
税
、
地
方
債
、
財
政
状
況
調
査︵
決
算
統
計
︶、
辺
地
総
合
整
備
計
画

職
員
の
給
与
、
共
済
及
び
公
務
災
害
補
償
、
職
員
の
健
康
管
理
、
職
員
研
修
、
職
員
団
体
、
文
書
の
整
理
保
存
、
公
印

議
案
、
条
例
規
則
、
公
示
、
敷
地
料
、
儀
式
、
表
彰
、
消
防
、
防
犯
、
防
災
行
政
無
線
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護

選
挙
、
業
者
指
名
願
、
物
品
及
び
備
品
の
管
理
、
統
計
調
査
、
国
土
利
用
計
画
、
交
通
安
全

公
有
財
産
及
び
施
設
の
管
理
、
高
度
情
報
化
施
策
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
保
守
管
理
、
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
、
公
用
自
動
車

人
口
動
態
調
査
、
誕
生
証
書
及
び
祝
金
　

男
女
共
同
参
画
、
乳
幼
児
医
療
、
同
和
事
業
、
し
尿
処
理
、
合
併
浄
化
槽
整
備
、
犬
の
登
録
及
び
注
射
、
そ
族
等
、
重
心
医
療

桑

原

定

夫

課

　

　

長

産
業
課
総
括
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
、
上
勝
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
検
討
委
員
会
、
予
算

横

山

武

志

主

　

　

幹

第
三
セ
ク
タ
ー
の
育
成
指
導
、
商
工
業
の
振
興
、
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
、
ふ
る
さ
と
雇
用
及
び
緊
急
雇
用

東
　

ひ
と
み

課

長

補

佐

ゴ
ミ
処
理
計
画
、
ゴ
ミ
収
集
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
計
画
、
環
境
保
全
及
び
教
育
、
公
害
防
止
、
産
業
廃
棄
物

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
管
理
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
有
機
農
業
推
進
協
議
会

山

田

三

郎

課

長

補

佐

基
本
構
想
及
び
振
興
計
画
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
受
入
、
町
営
住
宅
建
設
計
画
、
新
規
事
業
企
画
調
査
、
企
画
ま
ち
づ
く
り

１
Ｑ
運
動
会
、
１
Ｑ
塾
、
公
共
施
設
跡
地
利
用
計
画
、
公
共
用
地
の
確
保
、
若
者
定
住
対
策
、
若
者
住
宅
整
備
助
成
、
ふ
る
さ
と
納
税

吉

積

弘

成

係

　

　

長

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
、
森
林
施
業
計
画
、
林
産
物
、
森
林
整
備
担
い
手
対
策
、
林
業
技
術
普
及
、
有
害
鳥
獣
及
び
狩
猟

林
業
振
興

石

木

由

雄

事

務

主

任

生
産
調
整
、
食
糧
管
理
、
農
業
改
良
普
及
、
経
営
構
造
対
策
、
山
振
事
業
、
農
業
振
興
地
域
整
備
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

県
単
農
業
振
興
、
畜
産
、
そ
の
他
農
業
振
興

三
好
ゆ
か
り

主

　

　

事

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
、
農
産
物
加
工
、
農
業
の
担
い
手
確
保
育
成
、
農
用
地
利
用
集
積
、
経
営
基
盤
強
化
促
進
、
視
察
対
応

ふ
る
さ
と
水
と
土
地
の
保
全
、
農
業
委
員
会
、
農
業
者
年
金

横

田

正

和

主

　

　

事

い
や
し
の
道
、
上
勝
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
人
材
育
成
事
業
、
広
報
広
聴 

、
棚
田
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
居
真
季
子

主
　

事
　

補

消
費
者
行
政
、
労
働
力
、
エ
コ
ツ
ー
特
区
、
資
金
、
観
光
振
興  

物
産
宣
伝
及
び
斡
旋
、
森
と
み
ど
り
の
会

西

　

幸

奈
 
 
   

臨

時

職

員

産
業
課
事
務
補
助

長

岡

政

司

課

　

　

長

県
道
改
良
及
び
維
持
補
修
、
工
事
検
査
、
福
川
藤
川
バ
イ
パ
ス
、
砂
防
、
河
川
事
業
、
東
部
広
域
農
道
、
耕
地
地
す
べ
り

地
籍
調
査
事
業
検
査
、
四
等
三
角
点
設
置
、
境
界
杭
設
置
事
業

中

原

雅

和

課

長

補

佐

水
利
権
の
取
得
、
公
共
用
地
の
取
得
及
び
敷
地
造
成
、
電
源
立
地
地
域
対
策
、
公
共
施
設
建
築
、
残
土
処
理
場
の
管
理

笹

尾

高

七

係

　

　

長

簡
易
水
道
の
維
持
管
理
、
上
水
道
、
公
営
住
宅
の
管
理
、
町
単
独
住
宅
建
設

泉

原

英

和

主

　

　

事

町
道
新
設
改
良
、
市
宇
地
区
の
地
籍
調
査

久

米

繁

樹

主

　

　

事

農
業
農
村
整
備
、
土
地
改
良
、
耕
地
及
び
林
道
災
害
復
旧
、
林
道
開
設
及
び
維
持
管
理
、
治
山
、
広
域
基
幹
林
道

松

本

和

訓

主
　

事
　

補

河
川
台
帳
、
町
道
の
認
定
、
道
路
台
帳
の
整
備
、
県
単
急
傾
斜
崩
壊
対
策
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
、
町
道
の
維
持
管
理

久

保

昌

弘

係

　

　

長

傍
示
地
区
、
藤
川
地
区
の
調
査
、
地
籍
調
査
成
果
数
値
情
報
化

佐
々
木
紀
之

事

務

主

任

瀬
津
地
区
、
野
尻
地
区
の
調
査
、
法
務
局
と
の
連
絡
調
整

谷

崎

香

里

主
　

事
　

補

入
札
及
び
契
約
書
に
関
す
る
こ
と
、
特
別
会
計
の
会
計
の
処
理
、
水
道
料
金
、
住
宅
使
用
料
の
徴
収

佐
々
木
義
浩

嘱
　

託
　

員

嘱
託
登
記
事
務
、
町
道
の
維
持
修
路

平

岡

友

一

支
所
長
補
佐︵
嘱
託
員)

支
所
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

寺

西

重

築

局

　

　

長

町
議
会
事
務
、
監
査
、
福
原
及
び
高
鉾
財
産
区
管
理
委
員
会

中

村

順

子

用
　

務
　

員

町
議
会
用
務

柏

木

俊

美

教 

育 

長

教
育
委
員
会
の
会
議
、
公
印
の
管
理
、
人
事
給
与
、
教
育
委
員
会
職
員
の
任
免
・
分
限
・
懲
戒
、
学
級
編
成
、
学
校
給
食

木

谷

奉

子

嘱
　

託
　

員

高
齢
者
教
室
、
魅
力
あ
る
若
者
生
活
モ
デ
ル
事
業
、
人
権
教
育
、
青
年
関
係
団
体
指
導
育
成
、
公
民
館
連
絡
協
議
会

英
会
話
教
室
、
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
推
進
事
業
、
徳
島
東
部
広
域
文
化
事
業
、
成
人
式

新

開

晴

美

係

　

　

長

景
観
計
画
、
重
要
文
化
的
景
観
推
進
、
社
会
教
育
関
係
調
査
、
読
書
振
興
、
文
化
財
保
護
、
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
、
町
人
権
推
進
協

清

田

祐

志

主

　

　

事

体
育
協
会
、
社
会
体
育
振
興
、
文
化
振
興
、
郡
陸
協
、
通
学
・
代
替
バ
ス
の
運
行
、
社
会
教
育
財
産
の
維
持
管
理
、
教
育
施
設
工
事

笠

松

　

渚

用 

務 

員

小
学
校
用
務
員

山

本

康

代

用 

務 

員

中
学
校
用
務
員

上

村

勝

子

主

任

教

諭

幼
稚
園
児
の
教
育

派
遣
期
間   

平
成
二
十
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

戸
籍
及
び
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
受
付
処
理
、
住
民
異
動
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
の
発
行
、
町
税
等
の
代
収

各
課
関
係
申
請
等
受
付

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

理
学
療
法
業
務

岸

本

千

晴

看 

護 

師

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

町　長　笠 松 和 市

副町長　山 本 敏 壽

 

税
務
課 

 

課
長

  

花 

本  

靖
︵
兼)

 

住
民
課 

 

課
長

  

桑 

原 

波 

枝

 

産
業
課

 

課
長

  

桑 

原 

定 

夫

 

建
設
課

 

課
長

  

長 

岡 

政 

司

 

支 

所

 

支
所
長

  

桑
原
波
枝
︵
兼)

 

議
会
事
務
局 

 

局
長

  

寺 

西 

重 

築

議
　

会

 

教
育
委
員
会

 

事
務
局
長(

嘱
託
員)

  

平 

岡 

友 

一

小
・
中
学
校

幼 

稚 

園

㈱
い
ろ
ど
り
へ
退
職
派
遣

 

福
原
診
療
所

 

　
所
長
　

鳥 

海 

進 

一
︵
兼)

 

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

  

早 

川 

賢 

治︵
兼)

 

上
勝
町
診
療
所

 

　
所
長
　

鳥 

海 

進 

一

 

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

  

早 

川 

賢 

治

 

総
務
課

 
課
長

  
花 
本 

　 

靖

 

会
計
管
理
者

 

参
事
兼
出
納
室 

 

室
長

  

星 

場 

眞 

人

平成21年４月１日現在の行政機構と事務分掌です。
職務の内容は主なものを掲載しております。

事務分掌一覧事務分掌一覧

教
科
書
、学
校
保
健
、教
育
調
査
、児
童
生
徒
の
就
学
援
助
及
び
育
英
、特
別
支
援
教
育
、幼
稚
園
、災
害
共
済
給
付
金
、学
校
教
育
関
係
各
種
契
約
、伝
票
処
理
、文
章
事
務

松

岡

秀

美

主

　

　

事

(兼) (兼)

清

田

祐

志

主

　

　

事

(兼) (兼)

柳

谷

明

子

看 

護 

師

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

(兼)

寺

西

泰

子

看

護

師

長

薬
品
の
管
理
及
び
保
管
・
文
書
・
勤
務
表
の
調
整
・
診
療
報
酬
請
求

(兼)

早

川

賢

治

事
務
長︵
嘱
託
員)

診
療
所
予
算
決
算
・
土
地
及
び
建
物
管
理
・
物
品
の
出
納
・
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
購
入

(兼)

鳥

海

進

一

所

　

　

長

診
療
・
医
療
用
機
械
器
具
、
診
療
室
及
び
病
室
の
管
理
・
医
療
の
研
究
及
び
検
査
・
薬
品
の
調
剤

(兼)

金

児

由

華

看 

護 

師

武

市

佳

代

理
学
療
法
士

岸

本

千

晴

看 

護 

師

柳

谷

明

子

看 

護 

師

薬
品
の
管
理
及
び
保
管
・
看
護
師
業
務
・
勤
務
表
の
調
整

寺

西

泰

子

看

護

師

長

文
書
・
診
療
所
予
算
決
算
・
土
地
及
び
建
物
管
理
・
物
品
の
出
納
・
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
購
入

早

川

賢

治

事
務
長︵
嘱
託
員)

診
療
・
医
療
用
機
械
器
具
、
診
療
室
及
び
病
室
の
管
理
・
医
療
の
研
究
及
び
検
査
・
薬
品
の
調
剤

鳥

海

進

一

所

　

　

長

住
民
課
事
務
補
助

青

木

俊

英

臨

時

職

員

国
民
年
金
、
児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
保
育
所
、
学
童
保
育
、
青
少
年
健
全
育
成
、
自
衛
隊
募
集
、
次
世
代
育
成
支
援

松

岡

卓

也

事

務

主

任

在
宅
福
祉
、
生
活
保
護
、
老
人
ホ
ー
ム
措
置
、
民
生
児
童
委
員
、
介
護
予
防
活
動
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
、
患
者
輸
送
、
病
院
群
輪
番
制

清

井

信

子

係

　

　

長

児
童
手
当
、
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
外
国
人
登
録
、
印
鑑
登
録
、
身
分
証
明
、
墓
地
及
び
埋
火
葬
の
許
可

中

尾

陽

子

事

務

主

任

後
期
高
齢
者
医
療
、
障
害
者
福
祉
、
老
人
保
健
医
療

多

田

光

利

係

　

　

長

特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
健
康
づ
く
り
、
保
健
計
画
、
母
子
保
健
、
各
種
予
防
接
種

阪

野

英

子

保

健

師

長

介
護
保
険
、
栄
養
指
導

栗

城

絹

枝

主
幹
兼
課
長
補
佐

人
権
擁
護
、
行
政
相
談
、
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
、
行
路
病
人
・
行
路
死
亡
人
、
診
療
所
、
社
協
指
導
、
弔
慰
金
、
災
害
救
助

桑

原

波

枝

課

　

　

長

税
務
課
事
務
補
助

畑

村

昭

登

臨

時

職

員

国
民
健
康
保
険
税
、
町
民
税
、
入
湯
税
、
法
人
町
民
税
、
た
ば
こ
税
、
軽
自
動
車
税

新

田

秀

子

事

務

主

任

固
定
資
産
税
、
償
却
資
産
、
固
定
資
産
の
評
価
、
徴
収
事
務 

傍

示

佳

孝

係

　

　

長

国
保
予
算
決
算
、
国
保
事
業
、
国
保
給
付
異
動
、
レ
セ
プ
ト
点
検
、
前
期
高
齢
者
受
給
者
証
、
介
護
保
険
賦
課
徴
収

吉

積

　

忍

課

長

補

佐

印
刷
、
文
書
収
受
発
送
、
庁
内
外
の
用
務
及
び
環
境
美
化

中

村

順

子

用 

務 

員

長

木

孝

浩

主

　

　

事

高

橋

暁

美

  

事

務

主

任

峯

下

恭

次

係

　

　

長

細

束

仁

美

課

長

補

佐

井

本

直

幸

課
長
補
佐
兼
係
長

重
要
施
策
の
総
合
調
整
、
職
員
の
任
用
、
服
務
及
び
賞
罰
、
訴
訟
、
渉
外
事
務  

行
政
改
革
、
地
方
分
権
、
行
政
評
価
、
市
町
村
合
併

花

本

　

靖

課

　

　

長

日
報
及
び
月
報
の
作
成
、
伝
票
審
査
、
例
月
出
納
検
査
、
決
算
監
査
、
使
用
料
金
の
回
収 

山

田

　

翠

主

　

　

事

各
種
基
金
等
の
保
管
、
伝
票
審
査︵
全
般
︶、
各
支
払
関
係
、
決
算
、
指
定
金
融
機
関
、
若
者
定
住
、
構
造
改
革
特
区
、
地
域
再
生
プ
ラ
ン

星

場

眞

人

参
事
兼
室
長

会
計
管
理
者

税
政
及
び
国
保
全
般
、
高
額
療
養
費
貸
付
、
国
保
第
三
者
行
為

花

本

　

靖

課

　

　

長

(兼)(兼)

平

岡

友

一

事
務
局
長︵
嘱
託
員)

学
校
教
育
施
設
維
持
管
理
、
奨
学
資
金
、
通
学
及
び
代
替
バ
ス
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
教
員
住
宅
、
国
際
交
流
、
若
者
定
住
促
進

教育長　柏 木 俊 美

︵
育
休
中
︶

長

木

純

枝

主

　

　

事

診
療
報
酬
請
求
・
診
療
所
窓
口
事
務

(兼)

新

開

愛

子

福
本
久
美
子

臨

時

職

員

診
療
所
窓
口
事
務

(兼)

福
本
久
美
子

新

開

愛

子

臨

時

職

員

金

児

由

華

看 

護 

師

看
護
師
業
務
・
日
誌
調
整

(兼)
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歳 入
26億7,200万円

歳 出
26億7,200万円

一般会計当初予算

目的別歳出の状況

特　別　会　計

性質別歳出の状況

主な事業
（単位：千円）

（単位：千円）

前年度比　16.5％増（３億7,900万円）

平成　   年度21

26億7,200万円

一  般  会  計一  般  会  計
農林水産業費 18.1%

4億8,408万2千円

土木費　17.2%

4億5,862万3千円

公債費　16.0%

4億2,744万円

民生費　15.6%

4億1,571万2千円

衛生費　6.3%

1億6,839万9千円

教育費　5.9%
１億5,849万6千円

災害復旧費　1.6%
4,303万8千円

議会費　1.6%
4,248万8千円

消防費　  0.9%
2,319万2千円

商工費　  0.6%
1,559万4千円

予備費　  0.4%
968万6千円

総務費　15.9%

4億2,525万円

　平成21年度一般会計当初予算は、26億7,200万円で、前年度と対比しますと、3億7,900万円（16.5％）の増

額となっています。主な要因は町営住宅建設事業、地域住宅交付金事業、農林産業施設整備事業、国土調査

事業、地域活力基盤創造交付金事業、地域活性化・生活対策臨時交付金事業、ふるさと雇用再生特別基金事

業、緊急雇用創出事業等の増加によるものです。

　歳入については、普通交付税は地域雇用創出推進費を見込んで前年度より2,300万円増額の9億5,000万円

を計上、また、財政調整基金繰入金は前年度と同額の4億円を計上しています。地方債は町営住宅建設事業、

農林産業施設整備事業等により前年度より1億9,460万円増加し、3億9,310万円を計上しています。

　歳出については、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が10億4,589万7千円で、前年度比1.9％の減です。

　また、投資的経費は、6億3,337万7千円で、前年度比73.0％の大幅な増加となっています。

　その他の経費は、9億4,968万8千円で、前年度比16.2％の増となっております。これは物件費の増加によ

るものです。

衆議院議員総選挙費

上勝町長選挙費

番組作成業務委託料

電源立地地域対策交付金事業

地域集会所修繕補助金

交通安全対策工事

代替バス運行業務委託料

児童等転入支度金事業交付金

人材育成補助金

地域活性化生活対策臨時交付金事業

一般廃棄物運搬支援費

重度在宅者住宅改造補助金

高齢者住宅改造補助金

乳幼児医療費

児童手当費

保育所運営費

放課後児童健全育成事業委託料

母子保健事業費

健康増進事業費

小松島市外三町村衛生組合負担金

合併処理浄化槽設置補助金

ごみ処理業務委託料

廃プラスチック等運搬処理委託料

リサイクル資源運搬手数料

3,776

2,780

1,260

9,000

600

1,100

20,400

1,500

6,600

43,100

576

600

400

4,779

8,500

41,869

4,000

1,680

5,149

36,332

3,648

7,088

8,190

3,024

100

1,500

500

89,460

134,617

4,500

21,733

3,000

6,240

1,400

3,500

5,139

60,502

14,893

24,000

14,900

90

1,500

110,000

3,500

206,000

84,087

12,400

2,800

ふるさと水と土保全事業補助金

彩農業等育成事業補助金

香酸柑橘生産振興事業補助金

農林産業施設整備事業

国土調査事業費

東部広域農道整備事業負担金

中山間地域等直接支払事業

基幹集落センター耐震診断業務

有害鳥獣買上金

間伐実施事業補助金

間伐材等搬出補助金

森林農地管理士確保育成事業補助金

林道開設工事

森林整備地域活動支援事業費

ふるさと雇用再生特別基金事業

緊急雇用創出事業

木造住宅耐震診断事業

県道局部改良事業等負担金

地域活力基盤創造交付金事業

急傾斜地崩壊対策事業費

町営住宅建設事業

地域住宅交付金事業

スクールバス運行業務委託料

給食配送車購入費

特　別　会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　較

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

上 勝 診 療 所

福 原 診 療 所

東 簡 易 水 道

西 簡 易 水 道

いっきゅう簡易水道

奨 学 資 金

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

計

281,200

336,848

187,612

28,377

37,700

24,000

14,000

2,521

3,422

35,568

650

700

952,598

282,174

299,729

204,000

32,700

27,000

26,000

12,000

1,921

79,730

34,528

650

3,960

1,004,392

△ 974

37,119

△ 16,388

△ 4,323

10,700

△ 2,000

2,000

600

△ 76,308

1,040

0

△ 3,260

△ 51,794

地方交付税
　　37.5％ 10億円

繰入金
20.5％

5億4,796万
　　 7千円

町債
14.7％

3億9,310万円

人件費
17.1％

4億5,811万3千円

公債費
16.0％

4億2,744万円

物件費
19.2％

5億1,187万2千円

扶助費
     6.0％
1億6,0346,034万4千円千円

普通建設事業費　23.7％

6億3,337万7千円

4億1,271万9千円

国県支出金
15.4％

普通交付税
35.6％

９億5,000万円

特別交付税
1.9％

5,000万円

使用料
諸収入
分担金及び負担金
財産収入
繰越金
手数料  
寄附金

3,574万1千円
2,387万6千円
2,134万7千円
1,848万4千円
1,000万円     

221万1千円
61万3千円

地方譲与税
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金
利子割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金 

4,000万円
1,500万円
1,300万円

60万円
52万円
40万円
20万円
5万円

2.6％

4.2％

積立金
維持補修費  
投資及び出資貸付金
予備費

3,600万8千円
1,356万3千円
1,007万5千円

968万6千円

町 税　5.1％

１億3,617万2千円

固定資産税
町民税
軽自動車税
町たばこ税
入湯税

7,834万5千円
4,554万5千円

588万2千円
400万円　　
240万円　　

〔内訳〕

義務的経

費
　3

9
.1

％そ
の

他
の

経

費
　35

.6％

投資的経費 25.3％

70.2％

依

存
財
源自

主
財

源
29.8

％

災害復旧事業費  1.6％

4.303万8千円

2.62.6％

1億6,034万4千円

繰出金繰出金
6.16.1％

繰出金
6.1％

1億6,2156,215万4千円千円1億6,215万4千円
補助費等補助費等

7.77.7％

2億633633万円万円

補助費等
7.7％

2億633万円

2.6％
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中 

学 

校

新
規
採
用
職
員

社
会
教
育

指
　

導
　

員

臨
時
職
員

小 

学 

校

いっきゅうようこそ！ と彩の里へ

幼 

稚 

園

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

主任教諭

上 村 勝 子
むらうえ かつ こ

教　諭

三 原 知 美
み はら とも み

助教諭

細 束 　 彩
ほそ つか あや

補助員

東 岡 雪 枝
ひがしおか ゆき え

校　長

大久保康昭
おお く ぼ やすあき

教　頭

岡 　 秀 樹
おか ひで き

栄養教諭

新 田 博 枝
にっ た ひろ え

教　諭

吉 岡 悦 子
よし おか えつ こ

教　諭

立 川 雅 子
たて かわ まさ こ

教　諭

湯 浅 茂 徳
ゆ あさ しげ のり

教　諭

亦 川 隆 雄
また がわ たか お

教　諭

田 中 千 佳
た なか ち か

養護助教諭

森 　 聖 子
もり せい こ

助教諭

柳 本 晃 祐
やな もと こう すけ

事務主事

井 内 　 潤
い うち じゅん

助教諭

山 下 義 高
やま した よし たか

非常勤講師

中谷美穂子
なかたに み ほ こ

校　長

土 佐 敏 彰
と さ とし あき

教　頭

多代かえで
た しろ

教　諭

中 西 廣 吉
なか にし ひろ きち

教　諭

中西ひとみ
なかにし

教　諭

澤 井 康 博
さわ い やす ひろ

養護教諭

中 川 曜 子
なか がわ よう こ

教　諭

綿 引 由 佳
わた ひき ゆ か

教　諭

笠 江 由 美
かさ え ゆ み

教　諭

齋 藤 大 志
さい とう ひろ し

教　諭

吉 野 伸 俊
よし の のぶ とし

事務主任

谷 　 明 美
たに あけ み

非常勤講師

大 西 道 夫
おお にし みち お

英語指導助手

クワジョウ・アクワビ・アメイヨウ

診療所看護士

金 児 由 華
かね こ ゆ か

産業課

新居真季子
に い ま き こ

建設課

松 本 和 訓
まつ もと かず のり

産業課

西 　 幸 奈
にし ゆき な

税務課

畑 村 昭 登
はた むら あき と

木 谷 奉 子
き たに とも こ

10

▲ 講師：龍田信一氏

▲ 熱心に聞き入る参加者

　
高
知
県
黒
潮
町
で
紙
漉
き
を
し

て
い
る
中
嶋
久
実
子
さ
ん
の
話
で

は
紙
漉
き
業
界
で
今
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
梶

︵
か
じ
︶、
楮
︵
こ
う

ぞ
︶
な
ど
の
原
料
を

い
か
に
確
保
す
る
か

と
い
う
こ
と
。 

　
最
近
、
紙
漉
き
の

世
界
に
も
国
産
の
材

料
を
使
っ
て
和
紙
を

漉
い
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
が
舞
い
込
ん

で
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
和
紙
の
国
産
原

料
と
い
う
の
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
そ

う
で
、
輸
入
さ
れ
た

木
質
パ
ル
プ
や
タ
イ

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
楮

に
取
っ
て
代
わ
っ
て

い
る
。
日
本
の
楮
の
良
い
と
こ
ろ

は
大
規
模
な
機
械
や
化
学
物
質
を

使
わ
ず
に
人
の
手
に
よ
っ
て
真
っ

白
な
紙
の
原
料
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
嶋
さ
ん

は
去
年
か
ら
地
元
の
人
々
と
楮
が

自
生
し
て
い
る
が
荒
地
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
復
元
し

て
い
る
。
上
勝
の
い
ろ
ど
り
の
よ

う
に
植
物
を
手
入
れ
し
て
丹
念
に

育
て
、
手
を
何
度
も
加
え
る
こ
と

で
小
遣
い
稼
ぎ
が
で
き
る
和
紙
の

原
料
に
な
る
そ
う
だ
。
何
よ
り
こ

の
作
業
に
よ
っ
て
昔
の
里
山
の
景

観
が
蘇
る
そ
う
で
み
ん
な
の
励
み

に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
須
賀
よ
し
の
さ
ん
は
韓
国
か
ら

麻
糸
を
輸
入
し
て
愛
媛
県
今
治
市

に
あ
る
西
陣
織
り
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
シ
ョ
ー
ル
や
シ
ー
ツ
、
ふ

ん
ど
し
な
ど
を
作
っ
て
販
売
し
な

が
ら
日
本
の
麻
文
化
に
つ
い
て
の

講
演
を
し
て
い
る
。
日
本
で
麻
は

縄
文
時
代
以
来
、
神
事
︵
し
め
縄
・

鈴
縄
・
お
札
︶
か
ら
生
活
全
般

︵
織
物
・
縄
・
網
・
食
品
・
医
療

な
ど
︶
に
い
た
る
ま
で
私
た
ち
日

本
人
の
魂
的
存
在
で
伝
統
文
化
の

柱
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
麻
を
使

う
生
活
は
戦
後
の
大
麻
取
締
法
の

制
定
や
、
化
学
繊
維
や
化
学
合
成

物
質
の
登
場
に
よ
り
激
減
の
一
途

を
た
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
、

日
本
文
化
の
再
発
見
と
再
興
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
再
興
に
は

麻
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
地
球
環

境
悪
化
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
麻
は

大
き
く
注
目
さ
れ
、
紙
の
原
料
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
素
材
、
衣
服
や

縄
、
袋
の
自
然
素
材
、
新
燃
料
な

ど
、
石
油
資
源
や
木
材
資
源
の
代

替
品
が
で
き
、
二
万
五
千
種
類
の

生
活
用
品
や
工
業
製
品
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
き
こ
り
の
龍
田
信
一
さ

ん
の
話
で
は
、
昔
の
人
は

木
の
知
識
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
お
り
大
事
に
使
っ
て

い
た
と
の
事
。
木
を
切
る

前
に
木
と
会
話
を
し
て
秘

密
の
呪
文
を
唱
え
、
長
く
大
事
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
祈
っ
て
い

た
そ
う
だ
。
日
本
の
木
材
は
国
の

輸
入
自
由
化
政
策
に
よ
り
八
〇
％

以
上
が
外
材
に
変
わ
り
衰
退
し
て

し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
里
山
の
生

き
物
と
の
共
生
の
仕
方
で
は
昔
の

人
は
生
き
物
と
意
思
疎
通
が
で
き

た
と
の
こ
と
。
熊
が
人
に
蜂
の
巣

を
持
っ
て
き
て
命
を
助
け
た
話
や

助
け
た
や
ま
い
ぬ
が
生
涯
助
け
た

人
の
お
供
を
し
た
話
な
ど
今
と
は

ま
っ
た
く
違
う
世
界
観
の
な
か
に

生
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
は
っ

ぱ
の
お
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り

ま
し
て
ご
協
力
、
ご
支
援
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
Ὶ
上
勝
菜
の
花
倶
楽
部
で
は
古
代
の
阿
波
の
人
々
が
日
本

中
に
広
め
た
生
物
資
源
 
バ
イ
オ
マ
ス
 
の
麻
と
穀
 
か
じ
 
Ὶ

楮
 
こ
う
ぞ
 
と
Ὶ
昔
の
上
勝
町
の
里
山
に
住
ん
で
い
た
人
と
生

き
物
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
Ί

﹁
は
っ
ぱ
の
お
ま
つ
り
﹂
に
参
加
し
て

上 勝

菜の花倶楽部菜の花倶楽部菜の花倶楽部菜の花倶楽部菜の花倶楽部

第
二
回
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
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　今回は、上勝町有機農業推進協議会の方々にもご協力いた

だき二日目の夜に交流会を開催しました。上勝の農業事情や

今後の取組なども話し合われ、賑やかな交流会となりました。

　ワーキングホリデイに参加したことがきっかけとなり、本

町へ移住してきた方もおられます。今後もワーキングホリデ

イが地域活性化に繋がるよう町民の皆様のご意見を伺いなが

ら続けていきたいと思います。受入先になってくださる方も

随時募集しておりますので、役場産業課までご連絡ください。

　
上
勝
町
広
報
紙
﹁
グ

リ
ー
ン
情
報
か
み
か

つ
発
信
﹂
の
保
管
に

便
利
な
フ
ァ
イ
ル
が

必
要
な
方
は
、
役
場

産
業
課
並
び
に
役
場

支
所
に
在
り
ま
す
の
で
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　平成21年４月６日から15日までの10日間、春の全国交通

安全運動期間中となっていました。

　本町では10日の早朝、大字福原いっきゅう茶屋前において

交通安全キャンペーンを実施し、ドライバーの交通安全意識

の高揚を図りました。早朝からキャンペーンに参加して下さ

った皆様、ありがとうございました。交通ルールを守って、

事故のない明るい町をつくっていきましょう。

春の全国交通安全運動が

実施されました
広報紙広報紙の保管保管

に最適です最適です！
広報紙の保管

に最適です！

　３月27日～29日（２泊３日）

にワーキングホリデイが開催さ

れました。このワーキングホリ

デイは、町外の参加者が町内の

受入先において宿泊・食事を提

供してもらい、その対価として

農作業等の労働をするものです。

今回で９回目の開催となり、参

加者は１都１府５県にわたり20

名の参加者がありました。町内

においては10戸の農家に受入を

していただき、椎茸の植菌作業、

野菜の植え付け作業、柑橘の剪

定作業、農業用ハウスの撤去作

業等を行いました。

　
全
国
各
地
で
子
ど
も
の
心
や
体
を

傷
つ
け
た
り
、
命
を
奪
っ
た
り
す
る

悲
し
い
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
犯
罪
や
事
故
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
ま
た
子
ど
も
た
ち

が
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
小
学
生

を
対
象
に
防
犯
ベ
ル
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
の
安
全
は
家
庭
や
学
校
だ

け
で
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
防
犯
監
視

に
目
を
む
け
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◎
地
域
の
方
へ

・
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
を
聞
い
た
ら
、
 

　
子
ど
も
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
不
審
な
車
や
人
を
見
た
ら
警
察
・

　
学
校
・
役
場
等
に
連
絡
し
て
く
だ

　
さ
い
。

﹁
地
域
の
宝
﹂
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

上
勝
町
教
育
委
員
会

　現在、上勝集配センターで

取り扱っている郵便物は、区

分機と言われる機械で区分さ

れています。

　郵便物に「郵便番号」「番地」

等の記載がないと正常に区分

できません。

　ご面倒をお掛けしますが、

何卒、郵便番号・番地等の記

載にご協力いただきますよう

よろしくお願いします。

■問い合わせ先

　日本郵便徳島支店

　上勝集配センター

　Ԡ46-0137

子
ど
も
を

犯
罪
被
害
か
ら

守
る
の
は

地
域
の
力
で
す
Ί

不審に思えば、警察本部の警察安全相談係

   Ԡ＃9110　

または、小松島警察署の警察安全相談係

   ☎（0885）32−0110

郵便物への

郵便番号・番地

記載のお願い

急増しています振り込め詐欺

  息子等のふりをして、電話をかけてきて、

「交通事故をして示談金がいる」

「不倫して慰謝料がいる」

「会社の金を使い込んだ」

などと金銭を要求し、銀行やコンビニのＡＴ

Ｍに向かわせてお金を振り込ませるもの。

オレオレ詐欺

　公的機関（県職員、市役所職員など）を名

乗り、『医療費や税金などの還付がある。』

と連絡をして、ＡＴＭコーナーに足を運ばせ、

ＡＴＭ機を操作させて、逆にお金を振り込ま

せる手口。小松島警察署管内においても、本

年に入り、     　

　ϱ融資保証金をエクスパックで送金させる

　　方法　

　ϲ医療費の還付金があると言ってＡＴＭに

　　誘導し、携帯電話で指示しながらキャッ

　　シュカードで振り込ませる方法

による振り込め詐欺の被害申告を受けています。

『還付金等詐欺』

　流出した個人情報などを使って、ハガキや

手紙、携帯電話の電子メールなどで債権回収

業者や公的機関を装い、訴訟をするなどと言

って架空の請求をして金銭を騙し取るもの。

架空請求詐欺  

　実際には融資しないのに、お金を低金利で

融資するとダイレクトメールなどを送付して

きて、申し込みをしてきた者に対して、保証

金等を名目に現金を口座に振り込ませるもの。

最近では、銀行員に阻止されるのを避けるた

め、「エクスパック」などを利用して現金を

送金させるケースも増えている。

融資保証金詐欺
　不審な電話やハガキなどが届いた時は、

一人で悩まず、慌てず、家族、知人、警察

に相談してください。

〜 交流から定住へ交流から定住へ 〜〜 交流から定住へ 〜

上勝の に憧れて暮 ら し
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＊スズメバチの巣には何段にもなった 巣盤（すばん）と、
丸いボール状の外皮（がいひ）とよばれるマーブル模様の
おおいがありますが、アシナガバチの巣にはありません。 

▲アシナガバチとその巣

スズメバチとその巣 ▲

▲

▲

日程表（７月）

● 詳しくは来月このページでお知らせします。

スズメバチより細身

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

鳥

海

進

一

133 達
人

貯筋教室

５月 27日 ㈬

14時~ 16時

貯 筋 教 室貯 筋 教 室貯 筋 教 室

コミュニティセンター

上勝町診療所の

歯の健康相談

時間  ９：30〜11：00

５月    15日㈮

５月   25日㈪

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

健
康
の

達
人
に
な
ろ
う

七
月
に
は

特
定
健
康
診
査
を

           

受
け
よ
う
！

 

内   

容
︵
負
担
金
︶

12日（日）
コミュニティーセンター
集落センター

健診日 場　所

25日（土）
高鉾公民館
定住センター

◆会費　１月　500円

◎２時間みっちり指導

を受けて、500円は、

ずいぶんお得な会費

だと思いますよ。　

　　　　

上勝町無料電話健康相談

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

　
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

特
定
健
康
診
査
は
、
医
療
保

険
者
が
健
診
を
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
目
的
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群︵
内
臓
脂
肪
症
候
群
︶の
予

防･

解
消
に
焦
点
を
当
て
、
命
に

か
か
わ
る
心
臓
病･

脳
卒
中
等
の

循
環
器
疾
患
、
重
大
な
合
併
症
や

循
環
器
疾
患
に
つ
な
が
る
糖
尿
病

等
を
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
の
方
へ

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
四
十
歳

か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
方
︵
今
年

度
中
に
七
十
五
歳
に
な
る
方
は
除

く
︶
は
、
町
で
実
施
す
る
集
団
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
︵
国
保

加
入
者
で
三
十
九
歳
以
下
の
方
も

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。︶

■
社
会
保
険
・
健
康
保
険
組

　
合
等
に
加
入
の
方
へ

   

社
会
保
険
等
の
扶
養
家
族

四
十
〜
七
十
四
歳
が
対
象
。

健
診
当
日
﹁
特
定
健
診
受
診
券
﹂

が
必
要
で
す
。

　
事
業
主
ま
た
は
職
場
の
庶
務
係

に
相
談
し
、
社
会
保
険
等
へ
早
め

に
﹁
特
定
健
診
受
診
券
﹂
を
送
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
申
し
込
ん
で
お

い
て
く
だ
さ
い
。

  

保
険
の
本
人

　
職
場
の
事
業
所
健
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
町
内
で
は
二
十
二
年

一
月
に
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
特
定
健
診
は
Ὶ
項
目
が

違
う
た
め
Ὶ
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
Ί

◆ 

基
本
的
な
健
診

　
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
・

検
尿
・
血
液
 
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ῴ
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ῴ
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

Ｔ
・
γ
῵
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
空
腹
時
血
糖
・

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
・
尿
酸
・

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
 

● 

診
察
︵
一
〇
〇
〇
円
︶

◆ 

詳
細
な
健
診

　
医
師
が
必
要
と
認
め
た
者
の
み

　
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血 
血
液
 

◆ 

前
立
腺
検
診 

︵
二
〇
〇
〇
円)

　
五
十
歳
以
上
の
男
性
が
対
象
。

◆ 

肝
炎
検
診       

︵
七
〇
〇
円)

　
昨
年
ま
で
に
町
の
健
診
や
病
院

等
で
肝
炎
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

◆ 

歯
科
相
談         

︵
無
料)

  

◆ 

が
ん
検
診
は
別
の
日
程
に
！

　
各
種
の
が
ん
検
診
は
、
年
齢
や

保
険
に
よ
る
違
い
は
な
く
、
今
ま

で
ど
お
り
、
ど
な
た
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

八
月
に
別
に
実
施
し
ま
す
。

　
若
葉
青
葉
を
渡
る
風
も
す
が
す

が
し
い
折
柄
、
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
よ
ろ
こ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
暖
か
な
気
候
に
な
っ
て

き
ま
す
と
ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
作
り

を
は
じ
め
る
時
期
で
す
ね
。
そ
こ

で
今
回
の
診
療
所
通
信
は
﹁
蜂
︵
特

に
ス
ズ
メ
バ
チ
︶
﹂
に
つ
い
て
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ま
と
め
て

み
ま
し
た
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

︽
蜂
の
毒
に
よ
る
症
状
︾

　
刺
さ
れ
た
場
所
が
赤
く
な
り
、

腫
れ
て
き
ま
す
。
更
に
痛
み
や
か

ゆ
み
を
感
じ
ま
す
。
通
常
数
時
間

か
ら
一
日
で
症
状
は
な
く
な
り
ま

す
。
救
急
処
置
と
し
て
は
針
が
刺

さ
っ
て
い
た
ら
そ
れ
を
抜
い
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
は
水
で
冷
や
し

ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
冷
湿
布
を
す
る
な
ど
冷

や
す
こ
と
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

痛
み
な
ど
が
ひ
ど
け
れ
ば
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

︽
蜂
ア
レ
ル
ギ
ー
︾

⑴ 

前
駆
症
状

　
口
内
違
和
感
、
口
唇
し
び
れ
、

四
肢
の
し
び
れ
、
動
悸
、
耳
鳴
り
、

め
ま
い
腹
痛 

、
下
痢
、
吐
き
気
、

尿
意
、
便
意
な
ど 

⑵ 

全
身
の
症
状

　
じ
ん
ま
し
ん
が
で
る
事
が
あ
り

ま
す
。
皮
膚
に
小
さ
な
点
状
の
出

血
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
喘
鳴
︵
呼
吸
が
苦
し
く

な
り
ゼ
ー
ゼ
ー
と
し
た
呼
吸
に
な

り
ま
す
。
声
帯
が
む
く
ん
で
声
の

質
が
変
わ
り
ま
す
︶
や
、
吐
き
気

が
し
た
り
実
際
に
吐
い
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
血
圧
が
下
が

っ
て
ふ
ら
ふ
ら
と
シ
ョ
ッ
ク
状
態

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き

た
ら
す
ぐ
に
医
療
機
関
へ
か
か
り

ま
し
ょ
う
。 

　
日
本
で
は
年
間
二
十
人
〜
四
十

人
ほ
ど
の
方
が
蜂
の
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
症
状
が
な
い
場
合
で
も
先
の
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
等
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
蜂
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
を
お
こ
す
人
は
、
一
般
人

で
百
人
に
一
人
ほ
ど
で
す
。

　
蜂
に
接
す
る
機
会
が
多
い
人
の

た
め
に
︵
特
に
過
去
、
蜂
に
刺
さ

れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
人
な

ど
の
た
め
に
︶
、
刺
さ
れ
た
後
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
止
め
の
自
己
注
射
を

す
る
薬
剤
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

︽
蜂
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う

　
に
す
る
に
は
︾ 

⑴
巣
に
近
づ
か
な
い
、
巣
に
石
を

投
げ
た
り
、
つ
つ
い
た
り
し
て

蜂
を
刺
激
し
な
い
。 

⑵
巣
の
前
を
急
い
で
横
切
っ
た
り
、

振
動
を
与
え
る
等
急
激
な
動
作

を
避
け
る
。

⑶
巣
の
近
く
で
芳
香
の
あ
る
香
水
、

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
そ
の
他
化
粧

品
を
使
わ
な
い
。 

⑷
純
毛
製
品
や
黒
い
衣
服
は
、
刺

さ
れ
や
す
い
の
で
、
こ
ん
な
服

装
で
巣
に
近
寄
ら
な
い
。
　
　 

⑸
蜂
が
い
る
場
所
で
、
熟
し
た
果

実
や
ジ
ュ
ー
ス
等
甘
味
料
を
飲

ま
な
い
こ
と
︵
蜂
は
、
木
の
樹

液
や
、
甘
い
も
の
に
集
ま
っ
て

く
る
︶
。 

⑹
洗
濯
物
を
と
り
い
れ
る
時
は
、

蜂
が
潜
ん
で
い
な
い
か
よ
く
点

検
す
る
。 

⑺
蜂
が
い
そ
う
な
場
所
で

の
駐
車
中
の
自
動
車
の

窓
は
、
必
ず
閉
め
て
お

く
。 

⑻
野
外
活
動
中
に
ス
ズ
メ

バ
チ
類
の
巣
と
突
発
的

に
遭
遇
し
、
見
張
り
の

蜂
に
威
嚇
や
攻
撃
を
受

け
た
場
合
、
大
声
で
騒

い
だ
り
、
腕
で
ハ
チ
類

を
追
い
払
う
事
は
厳
禁

で
す
。
姿
勢
を
低
く
し

て
巣
か
ら
速
や
か
に
離

れ
る
事
が
重
要
で
す
。 
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案 内 板
平成21年度 就業支援講習科目と開催日

【受講対象者】 母子家庭の母及び寡婦等

放課後子ども教室推進事業

調 理 師 講 習

訪問介護員養成

研 修 2 級 課 程

科　　　目

5月19日(火)〜6月30日(火)

(上記期間中の火・水13日間)

6月7日(日)〜9月27日(日)

(演習7日間・実習4日間)

開　　催　　日

10：00〜16：00

20名

5月11日（月）

(通 信 研 修)

20名

5月25日(月)

時間・定員・申込締切

調理師試験の受験のた

めに必要な理論を習得

するための講習

ホームヘルパー（２級

課程）の資格を取得す

るための講習

医 療 事 務 講 習
8月23日(日)〜11月29日(日)
（上記期間中の土・日14日間）

（土曜日2日・日曜日12日）

10：00〜16：00

30名

8月11日（火）

医療事務の検定受験に
必要な知識と技能を習
得するための講習

就職支援セミナー
8月23日(日）

5月19日(火)・9月27日(日）

10：00〜12：00

13：00〜16：00

自己分析・職業分析・
面接の受け方・就職活
動の方法等の研修

5月18日(月)〜6月12日(金)

(上記期間中の月・水・金12日間)

10：00〜16：00

20名

5月8日（金）

入力ができる方を対象
にワードの基本から応
用までの機能の習得及
びMOSワード検定受験
のための講習

6月15日(月）〜7月10日(金)

(上記期間中の月・水・金12日間)

10：00〜16：00

20名

6月5日（金）

エクセルの基本から活
用までの機能の習得及
びMOSエクセル検定受
験のための講習

6月1日(月）〜7月10日(金）

(上記期間中の祝日を除く
月・火・木・金24日間)

18：30〜21：00

20名

5月22日（金）

入力ができる方を対象
にワードの基本から応
用までの機能の習得及
びMOSワード検定受験
のための講習

9月1日(火）〜10月16日(金）

(上記期間中の祝日を除く
月・火・木・金24日間)

18：30〜21：00

20名

8月21日（金）

エクセルの基本から活
用までの機能の習得及
びMOSエクセル検定受
験のための講習

8月23日(日）〜11月14日(土)

(上記期間中の土・日12日間)

(土曜日2日・日曜日10日）

10：00〜16：00

20名

8月11日（火）

ワードの基本から応用
までの機能の習得。エ
クセルの基本から活用
までの機能の習得

内　　　容

ワード

検　定

エクセル

検　定

ワード

検　定

エクセル

検　定

ワード

エクセル

パ
 

ソ
 

コ
 

ン
 

講
　

習

昼
　

間

夜
　

間

土
　

日

　すべての子どもを対象として、放課後や週末等に安全・安心な子どもの活動拠点（居

場所）を設け、地域の方々の参画を得て子どもたちに勉強や、スポーツ・文化芸術活動、

地域との交流活動等の機会を提供することにより、子どもたちが地域社会の中で心豊か

で健やかに育まれる環境づくりを行う事業です。

　上勝町では、スポーツ活動を中心に２ヶ所で子ども教室を行っています。

お子さんの参加希望の方は下記活動内容をご覧のうえ、各教室の安全管理

員または教育委員会までお問い合わせ下さい。

　サッカーを活動の中心としており、各種

大会等試合にも参加しています。体を動か

す楽しさや、チームで協力する大切さが実

感できます。

■練　習　日　毎週火曜日  午後６時〜８時 

　　　　　　※毎週 木・日曜日は勝浦町

　　　　　　で練習しています。

■練習場所　上勝小学校グラウンド

■準備物等　スポーツができる服装

■保　　険　スポーツ保険に加入

■安全管理員　山 崎 和 喜

  少年野球の練習が活動の中心で各種大会等

試合にも参加しています。様々な年齢の子

どもたちが１つのチームとして行動するこ

とで、スポーツの楽しさを知るだけでなく、

心の成長も感じられます。

■練　習　日　毎週火・水・金曜日

　　　　　　午後５時〜７時  

■練習場所　旭農村公園グラウンド

■準備物等　スポーツができる服装

■保　　険　スポーツ保険に加入

■安全管理員　谷 口 憲 宏

◆
サ
ッ
カ
ー
︵
ボ
ー
ル
あ
そ
び
︶

を
通
じ
て
、
体
を
動
か
し
た
り
、

仲
間
と
協
力
す
る
力
や
、
自
分
で

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

◆
入
部
形
式
で
は
な
い
の
で
、
い

つ
で
も
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加

費
は
い
り
ま
せ
ん
。

※
ス
ク
ー
ル
中
の
事
故
・
け
が
等

に
つ
い
て
は
、
責
任
を
負
い
か
ね

ま
す
の
で
、
万
一
に
備
え
各
自
で

保
険
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
日
時  

五
月
十
二
日
か
ら

　
毎
週
火
曜
日

　
十
七
時
Ό
十
八
時

　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
場
所
　

　
上
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象
　

幼
稚
園
児
以
上
　

　
男
女
問
い
ま
せ
ん
。
保
護
者
の

　
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
服
装
　

　
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
服
、
靴

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｆ
Ｃ
上
勝
ク
レ
イ
ン

　
山 

崎 

和 

喜

　
〇
九
〇
︱

八
六
九
一
︱

〇
五
八
一

　
上
勝
町
教
育
委
員
会

   

☎
四
五
︱
〇
一
一
一

　
IP
〇
五
〇
︱

三
四
三
八
︱

七
三
一
一

■日時　平成21年５月17日（日）

　予備日　５月24日（日）　　　

　　　　　13時集合

■場所　福川グラウンド

■要項

・１チーム５名

・町内在住者もしくは町内事業所へ

　勤務する者

・小学五年生以上

　子供が参加する場合は保護者の同

　意を得てください。事故等につい

　ては体協では一切責任を負いません。

■申込  ５月12日（火）〔必着〕までに

　参加者の名簿を教育委員会まで提

　出すること

放課後子ども教室推進事業

放課後子ども教室推進事業とは？

  ◆上勝クレイン   ◆上勝やまびこ

上勝町体育協会主催第26回

彩杯グラウンドゴルフ大会

〒770-0943　徳島市中昭和町1-2 県立総合福祉センター内

㈶徳島県母子寡婦福祉連合会

☎ 088-654-7418　 FAX 088-654-7414

問い合わせ（申込）先

及び  開催場所

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
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上勝町消防団からの

お知らせ 戸別受信機の取扱い

①電源ランプ
通常はコンセントを入
れている場合、緑色が
点灯

④録音ボタン
放送中に押すと放送
を30秒間録音できま
す。

⑤再生ボタン
黄色のランプが点滅
中に押すと内容が聞
けます。

⑥緊急解除ボタン
緊急放送中に押すと、
音量が下がります。

③録音ランプ
通常は点灯していない。
黄色点灯→録音中
黄色点滅→放送が録音されている。（ϵボタンで聞けます）

②乾電池ランプ
電源ランプ（緑）が
ついていれば通常は
点灯しない。
赤色点灯→電池で作
動中
赤色点滅→乾電池交
換必要（単２×４
本）放っておくと故
障の原因になります。
点滅のサインが出た
ら必ず交換してくだ
さい。

■お願い

 ● 破裂・液漏れのおそれが
ありますので、新しいも
のと古いもの、また違う
種類のもの（例えば“ナ
ショナル〈黒〉乾電池”
と“アルカリ電池”）を
混用しないでください。

 ● 使い切った乾電池はすぐ
に取り出してください。
そのままにしておくと液
漏れを起こし、故障の原
因となります。

 ● 乾電池ランプが点滅した
ときや、５時間以上停電
したときも全て新しい乾
電池と交換してください。

 ● 充電しないで正しく使用
してください。

 ● ＋と−を正しく入れてく
ださい。

 ● １年に１度は新しい乾電
池と取り替えてください。

電源スイッチを「切」にし、

AC入力プラグを外す1

本体を取付板から外す
(少しだけ上に持ち上げてから外す）3

電池ぶたを開ける
(下に押しながら左に引く）4

乾電池を外す5

外部アンテナ使用時

外部アンテナを外す
(外部スピーカーなどが接続されて

いるときは、それらも外す）

2

乾電池の交換の仕方〈外しかた〉

　
上
勝
町
で
は
間
伐
材
等
の
木
材

を
燃
料
と
し
て
有
効
利
用
し
、
環

境
と
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
株
式
会
社
も
く
さ
ん
に

お
い
て
木
材
調
達
・
燃
料
チ
ッ
プ

製
造
・
温
泉
へ
供
給
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
上
勝
町
産
燃
料
用
木
材

の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
住
民
皆
様

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

１
、対
象
と
な
る
木
材
の
種
類

● 

上
勝
町
産
材
の
み
を
対
象
と
し

ま
す
。

● 

所
定
の
時
間
内
に
、
所
定
の
場 

所
に
お
持
ち
込
み
下
さ
い
。

● 

間
伐
材
・
未
利
用
材
等
の
木
材

に
か
ぎ
り
ま
す
。
樹
種
は
特
に
問

い
ま
せ
ん
。

● 

廃
棄
物
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。︵
※
注
１
︶

● 

秤
量
一
〇
〇
㎏
程
度
の
秤
ま
た

は
、
月
ヶ
谷
温
泉
入
り
口
森
林
組

合
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
立
会

の
も
と
持
ち
込
み
者
に
よ
り
計
量

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
計
量

が
し
や
す
い
状
態
で
お
持
ち
下
さ

い
。

★
枝
等
小
さ
な
も
の

　
手
で
持
て
る
よ
う
な
束
に
し
て

く
だ
さ
い
。

︵
結
束
は
、
自
然
素
材
の
み
を
ご

利
用
下
さ
い
。
わ
ら
や
つ
る
な
ど
︶

★
丸
太
等
大
き
い
も
の

　
最
大
口
径
四
〇
㎝
︵
元
口
︶
以

内
の
形
態
が
望
ま
し
く
、
長
さ
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。︵
※
注
２
︶

　
た
だ
し
、
月
ヶ
谷
温
泉
入
り
口

森
林
組
合
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

で
の
二
回
︵
積
載
時
・
空
車
時
︶

の
計
量
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

︵
※
注
１
︶
塗
装
や
含
浸
、
接
着
剤
、

く
ぎ
等
不
純
物
が
少
し
で
も
含
ま

れ
る
も
の
は
引
き
取
り
で
き
ま
せ

ん
。

︵
※
注
２
︶
最
大
径
四
〇
㎝
以
上
の

も
の
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
相
談

下
さ
い
。

 

２
、持
ち
込
み
場
所

株
式
会
社
　

も
く
さ
ん

上
勝
町
大
字
福
原
字
下
日
浦
七
番
地

☎
四
六
︱
〇
六
九
三

 

３
、持
ち
込
み
期
間
・
時
間

■
受
入
期
間

平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら

随
時
受
け
入
れ
し
て
お
り
ま
す

が
、
事
前
に
㈱
も
く
さ
ん
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
受
入
時
間

　
毎
週
火
・
木
・
土︵
祝
日
を
除
く
︶

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

 

４
、持
ち
込
み
買
い
取
り
価
格

　
乾
燥
木
材
１
㎏
当
た
り
五
円

︵
※
注
３
︶

︵
※
注
３
︶
目
安
と
し
て
、
木
材
伐

採
後
６
ヶ
月
以
上
自
然
乾
燥
し
た

も
の
で
荷
受
け
時
に
確
認
し
ま
す
。

 

５
、そ
の
他

● 

枝
や
間
伐
材
の
収
集
は
、
山
林

所
有
者
等
の
了
解
を
得
た
上
で
安

全
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

２
ト
ン
車
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
で

大
量
に
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、

保
管
場
所
の
確
保
等
も
必
用
で
す

の
で
事
前
に
株
式
会
社
も
く
さ
ん

へ
ご
協
議
下
さ
い
。

１．本年度町予算において木材搬出補助
　　を創設しました。
内容については次のとおりです。

◆事業内容

　間伐材搬出補助金　1.0m3当たり1,000円

◆補助要件

上勝町産木材であって徳島中央森林組合

上勝共販所に持ち込まれ販売された間伐

材。（但し、皆伐材及び支障木を除く）

◆補助金支払い方法

　森林組合共販所で販売された後、組合の

精算に１m3当たり1,000円の補助金を上

乗せ支払いします。

◆補助対象期間

　平成21年4月1日～平成22年3月31まで

◆問い合せ先　役場産業課

　林業については、外材の輸入等々により木材

価格は低迷を続け最近の経済危機の影響も直撃し、

たいへん厳しい状況が続いています。

　このような状況の中、本町の86％を占める森

林の適正管理を推進するため、搬出された上勝

町産間伐材に対し搬出補助金を上乗せします。

これにより町民・森林

所有者の生産・経営意

欲を啓発すると共に、

未利用木材の有効利用、

林業従事者の雇用確保

を図る事を目的として

実施します。

　木材搬出補助を始めます。

燃
料
用
木
材
の

買
取
価
格
改
定
の

お
知
ら
せ

搬出間伐搬出間伐をしよをしよう搬出間伐搬出間伐をしよをしよう

五
円
／
㎏
に
改
定

軽
ト
ラ
１
車
で

一
、七
五
〇
円
程
度

　
　
　
　

に
な
り
ま
す
。

︵
三
五
〇
㎏
×
五
円
／
㎏
︶

燃
料
用
木
材
の
買
取
価
格



☎ 45-5010　IP電話 050-3438-7872

☎ 46-0302　IP電話 050-3438-8001

  午前 （8：30~12：00）

  午後 （14：00~17：00）

美摩 木下（英） 美摩 鳥海 清水

月 火 水 木 金

1 診

  午後 （13：00~17：00） 鳥海 − 美摩 − 清水

月 火 水 木 金

鳥海 − 鳥海 − 鳥海2 診

美摩 木下（英） 鳥海 鳥海 鳥海

上勝診療所

上勝町福原診療所

外来診療担当表外来診療担当表外来診療担当表

　
行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
総
務
省

が
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
心
配
ご
と
相
談

所
の
開
設
に
合
わ
せ
て
行
政
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
所
で
は
、
登
記
事
務
、
年
金
、

福
祉
介
護
等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
委
員

　
長 

木 

和 

子
︵
正
木
︶

　
☎
四
五
︱
〇
〇
一
八

■
相
談
内
容
︵
例
︶

　
登
記
事
務
、
介
護
保
険
、
福
祉
、

　
年
金
、
環
境
衛
生
、
消
費
者
保
護

　
等

■上勝町診療所（正木）

　☎ 44-5010
　IP 050-3438-7872

■福原診療所（福原）

　☎ 46-0302
　IP 050-3438-8001

■勝浦病院（勝浦町）

　☎ 42-2555
　IP 050-3438-7441

にかまれたら

　５月から10月にかけてはまむし
の出没期です。もし、まむしにかま

れたら応急処置をして、一刻も早く

医師の診断を受けることが大切です。

血清の保管場所

応急処置と受診

傷口と心臓に近いところを強

くしばる。

15分に１回は、しばりを解い

て血を通し、またしばる。

一刻も早く医師の診断を受ける。

まむしまむしまむし
五
月
十
八
日
︵
月
︶
〜
二
十
三
日
︵
土
︶

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
実
施

　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
次

の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

   

︽
行
政
相
談
委
員
︾

  

　 

長 

木 

和 

子 

さ
ん

  

　  

　
　
　    

　︵
正
木
︶

行
政
相
談
委
員
が

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

（平成21年4月〜5月）

　法務省・人権擁護委員連合会では、毎年６月１日

を「人権擁護委員の日」と定め、人権擁護委員制度

の周知徹底と人権思想の普及高揚を図ることを目的

として各種啓発活動に取り組んでおります。

　本年度も、この日に併せ「全国一斉特設相談所」

を開設することにしておりますが、上勝町では次の

とおり「特設人権相談所」を開設します。

相談は無料で、秘密は堅く守られますのでお気軽に

ご相談ください。

■日時　６月１日（月） 

　　　　13時〜16時30分まで

■場所　上勝町コミュニティセンター

「人権擁護委員の日」
特設相談所の開設について

５月

　原簿への記入ミスを防ぐため、お送り

してある案内葉書が必要となりますので

必ずご持参ください（新規登録者除く）。

　多少時間に遅れることがありますので

ご了承ください。

【 料 金 】

■登録料（新規登録犬のみ)　3,000円
■注射料　　　　　　　　   3,000円

生後91日以上の犬が対象です。

できるだけ、お釣りのいらな

いようお持ち合わせください。

時　間

 9：00～ 9：05

 9：15～ 9：20

 9：35～ 9：40

10：00～10：05

10：10～10：20

10：25～10：35

巡回場所

福 　 川

正木平間

下 　 平

福原平間

役 場 横

堂 　 平

田村商店横

役場支所裏

谷宅下

亀橋

コミセン前駐車場

堂平橋
(集落センターへの橋)

■問い合わせ先　役場住民課

狂犬病予防注射と犬の登録について狂犬病予防注射と犬の登録について

5月10日（日）

５月10日(日)に狂犬病予防注射と犬の登録の補正が行われます。

平成21年

14日（木）

19日（火）

21日（木）

26日（火）

27日（水）

傍示地区　　

旭地区

正木地区

福原地区

生実地区

一 般 廃 棄 物

運搬支援日程
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障害者生活支援相談障害者生活支援相談

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付て

います。障害者手帳の取得、補装具、住宅改

修、居宅サービス等どんなことでもお手伝い

いたしますので、お電話お待ちしています。

健祥苑生活支援センター 

☎ 088-641-5187

障害者生活支援相談

廃タイヤ・廃バッテリーの収集廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週日曜日 7時30分〜14時
日比ヶ谷ゴミステーション
　廃タイヤ・廃バッテリー
　  　…１㎏まで毎に100円
　家電製品…有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税今 月 の 納 税今 月 の 納 税

納期限 平成21年６月１日

固 定 資 産 税 １期分

督促状の出るもの

軽 自 動 車 税 全期分

　納期限は４月30日でしたが、まだ未納の

方が見受けられます。未納者には、５月20

日に督促状を送付します。

　早急に納めてください。

農 業 簿 記農 業 簿 記農 業 簿 記

５月21日㈭  19時〜21時

コミュニティセンター

親と子の心の相談室

　家庭内、近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。

５月28日㈭  13時〜16時30分

コミュニティセンター

心 配 ご と 相心 配 ご と 相 談心 配 ご と 相 談

「ねんきん定期便」「ねんきん定期便」「ねんきん定期便」「ねんきん定期便」「ねんきん定期便」
平成21年４月から

　
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
、
社
会
保

険
庁
は
、
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
に
、
﹁
ね
ん
き
ん

定
期
便
﹂
の
送
付
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
者
お
一
人
お
ひ
と
り

に
対
し
、
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
額

の
見
込
み
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
、

現
役
世
代
、
特
に
若
い
世
代
の
方
に
保

険
料
負
担
と
年
金
給
付
の
関
係
を
実
感

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
の
誕
生
月
に
送
付
す
る
も
の
で
す
。

  

定
期
便
の
通
知
内
容

　
こ
の
﹁
ね
ん
き
ん
定
期
便
﹂
の
通
知

内
容
は
、
①
年
金
加
入
期
間
︵
加
入
月

数
、
納
付
済
月
数
等
︶
、
②
五
十
歳
未

満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金

見
込
額
、
五
十
歳
以
上
の
方
に
は
﹁
ね

ん
き
ん
定
期
便
﹂
作
成
時
点
の
加
入
制

度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場
合
の
将
来

の
年
金
見
込
額
︵
年
金
受
給
中
の
方
に

は
年
金
見
込
額
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
︶
、

③
保
険
料
の
納
付
額
︵
加
入
者
負
担
分

累
計
︶
、
④
年
金
加
入
履
歴
︵
加
入
制

度
、
事
業
所
名
、
加
入
者
資
格
取
得
・

喪
失
年
月
日
等
︶
、
⑤
厚
生
年
金
の
す

べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
、

賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額
、
⑥
国
民
年

金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
保
険
料

納
付
状
況
︵
納
付
、
未
納
、
免
除
等
の

別
︶
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
二
十
二
年
度
以
降
に
お
い
て

は
、
右
の
①
〜
③
に
つ
い
て
は
更
新
し

て
通
知
さ
れ
、
⑤
、
⑥
に
つ
い
て
は
直

近
一
年
分
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

節
目
年
齢
︵
三
十
五
歳
、
四
十
五
歳
、

五
十
八
歳
︶
の
方
々
に
は
、
二
十
一
年

度
と
同
じ
内
容
の
も
の
が
更
新
し
て
通

知
さ
れ
ま
す
。

  

送
付
用
封
筒

　
年
金
記
録
に
も
れ
や
誤
り
が
あ
る
可

能
性
の
あ
る
方
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
封

筒
で
、
そ
れ
以
外
の
方
に
は
水
色
の
封

筒
で
お
送
り
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
封

筒
を
受
け

取
っ
た
場

合
で
も
必

ず
内
容
を

ご
確
認
く

だ
さ
い
。

  

定
期
便
に
同
封
さ
れ
る
も
の

︵
１
︶﹁
ね
ん
き
ん
特
別
便
﹂
に
ご
回
答

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
は
、
回
答
を

お
願
い
す
る
文
書
を
同
封
し
て
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
ご
本
人
の

も
の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
加
入
記
録

が
あ
る
方
に
は
、
そ
の
加
入
期
間
の
取

得
ま
た
は
喪
失
の
年
月
日
な
ど
の
﹁
お

知
ら
せ
﹂
を
同
封
し
て
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

︵
２
︶十
九
年
度
に
送
付
さ
れ
た
﹁
ね
ん

き
ん
特
別
便
﹂︵
名
寄
せ
特
別
便
︶
に

﹁
訂
正
な
し
﹂
と
回
答
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
ご
本
人
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の

高
い
加
入
記
録
が
あ
る
方
に
は
、
そ
の

加
入
期
間
の
取
得
ま
た
は
喪
失
の
年
月

日
な
ど
の
﹁
お
知
ら
せ
﹂
を
同
封
し
て

再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
３
︶ま
た
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が

あ
る
方
の
う
ち
、
標
準
報
酬
月
額
等
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正
し
た
事
跡
が
あ
る

方
に
は
、
該
当
す
る
加
入
記
録
に
つ
い

て
の
﹁
お
知
ら
せ
﹂
を
同
封
し
て
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

年
金
加
入
記
録
回
答
票

﹁
ね
ん
き
ん
定
期
便
﹂
に
は
、
加
入
記

録
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
﹁
年

金
加
入
記
録
回
答
票
﹂
が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
回
答
票
に
は
次
の
二
種

類
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
前
記
︵
１
︶、︵
３
︶
の
文
書
・
お
知

ら
せ
が
同
封
さ
れ
た
方
お
よ
び
五
十
八

歳
の
方
に
送
付
す
る
回
答
票
︵
水
色
の

回
答
票
︶
︱
︱
年
金
加
入
記
録
に
つ
い

て
漏
れ
や
誤
り
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
前
記
︵
２
︶
の
お
知
ら
せ
が
同
封
さ

れ
た
方
お
よ
び
前
記
︵
１
︶、︵
３
︶
の

文
書
・
お
知
ら
せ
が
同
封
さ
れ
て
い
な

い
方
に
送
付
す
る
回
答
票
︵
白
色
の
回

答
票
︶
︱
︱
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て

漏
れ
や
誤
り
が
あ
っ
た
と
き
の
み
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

分
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
点

  

が
あ
る
場
合

﹁
ね
ん
き
ん
定
期
便
﹂
に
つ
い
て
、
回

答
前
に
分
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
点
が

あ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
﹁
〇
五
七
〇
‐
〇
五
八
‐
五
五
五
﹂

に
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

︵
祝
日
お
よ
び
十
二
月
二
十
九
日
〜
一

月
三
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。︶

■
受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日
：

　
午
前
九
時
〜
午
後
八
時
ま
で

・
第
二
土
曜
日
：

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

＊
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
接
続
先 

　
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
通
話
料
金
の

　
み
で
利
用
で
き
ま
す
。

＊
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
ま
た
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

　
ら
の
ダ
イ
ヤ
ル
先
は

　
〇
三
‐
六
七
〇
〇
‐
一
一
四
四
　

がはじまっています
入 

居 

者 

募 

集

　
こ
の
た
び
福
川
住
宅
に
お
い
て
一

戸
、
喰
田
住
宅
に
お
い
て
一
戸
の
入

居
者
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
希
望
の
方
は
、
住
宅
の
入
居

申
込
書
に
よ
り
申
込
受
付
期
間
内
に
、

役
場
建
設
課
又
は
支
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

  

募
集
住
宅
の
概
要

■
団
地
名
　

　
福
川
公
営
住
宅
︵
世
帯
用
︶

　
大
字
正
木
字
前
田
三
十
六
番
地
一

■
構
　

造
　

　
木
造
平
屋
建
︵
築
十
五
年
︶

■
団
地
名
　

　
喰
田
公
営
住
宅
︵
世
帯
用
︶

　
大
字
福
原
字
栩
ヶ
谷
八
十
一
番
地

■
構
　

造
　

　
木
造
二
階
建
︵
築
十
四
年
︶

■
家
　

賃
　

　
福
川
公
営
住
宅
、
喰
田
公
営
住
宅

　
と
も
、
本
人
の
収
入
に
よ
り
変
化

　
す
る
為
、
入
居
後
算
定

　
二
〇
、
〇
〇
〇
円
〜

　
四
〇
、
〇
〇
〇
円
位
／
月

■
資
　

格
︵
共
通
事
項
︶

①
国
税
、
地
方
税
の
滞
納
を
し
て
い

　
な
い
方
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
方
。

③
そ
の
者
及
び
現
に
同
居
し
、
又
は

　
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

　
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

　
等
に
関
す
る
法
律
︵
平
成
三
年
法

　
律
第
七
七
号
︶
第
二
条
第
六
号
に

　
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
入
居
申
込
受
付
期
間

　
五
月
一
日
︵
金
︶
〜

　
五
月
十
五
日
︵
金
︶

■
選
考
方
法
等

　
上
勝
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
及
び
同
条
例
施

行
規
則
の
規
定
に
よ
る
。

　
　

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

　
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ポーチ

勝手口

洗面脱衣室

UP

玄関
浴室

便所

台所

食堂

物入 押入

居間

デッキ

和室六畳

デッキ1階

和室六畳

ベランダ

洋間

押入

押入

物入

ベランダ

2階

間 取 図

喰田公営住宅

福川公営住宅
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プレゼンテーション能力開発講座 H21. 7 2 30

問題解決・企画立案能力開発講座 H21.12 3 30

行政評価の効果的な手法・活用策・改善策を学ぶ H21. 7 3 30

現地研修中山間地域の地域活性化策を学ぶ H21.10 3 40

少子化社会における地域づくりを学ぶ H21. 8 2 40

高齢化社会における地域づくりを学ぶ H21.10 2 40

住民と行政が一体となった地域福祉のあり方を考える H22. 1 2 40

現地研修都市と農村の交流・共生を学ぶ  ～グリーン・ツーリズム 等～ H21.10 3 40

農業の活性化策を学ぶ  ～所得向上と担い手対策～ H21.12 2 40

持続可能な漁業経営の方策を学ぶ H21. 9 2 20

現地研修中心市街地活性化策を学ぶ  ～地域コミュニティを担う中心市街地～ H21.10 2 40

地域産業活性化の方策を学ぶ H21. 9 2 40

地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ H21. 8 2 40

地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ H21.11 2 40

地域特性を活かした特産品の開発・販売促進を学ぶ H22. 2 2 40

ԇ テ　　　ー　　　マ 時期 日数 定員 備　　考

　平成21年度におきまして、次のとおり（財）電源地域振興財団主催の様々な研修が開催されます。

この研修は、参加者の交通費、宿泊費等の４分の３を主催者が負担し、残りの４分の１と負担金

については上勝町人材育成事業補助金の交付要綱により、町が予算内にて負担します。 

　参加希望の方は、期日の１ヶ月前までに役場産業課までお申し出ください。

ファシリテータ能力開発講座［上期］
   ～ワークショップの進め方を学ぶ～

H21. 7 2 30

ファシリテータ能力開発講座［下期］
   ～ワークショップの進め方を学ぶ～

H21.12 2 30

住民との協働によるまちづくりя
　～住民参加型まちづくりの必要性とその方策を学ぶ～

H21. 7 2 40

住民との協働によるまちづくりѐ
   ～行政とＮＰＯ・コミュニティビジネスとの協働を学ぶ～

H22. 2 2 40

循環型社会の推進における地域活性化策を学ぶ
   ～地域からの循環型社会づくり～

H22. 1 2 40

地域資源を活用した観光振興を学ぶ　
   ～地域ぐるみによる観光まちづくり～

H21. 9 2 40

1

海外研修　地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ（事前研修） H21. 8 1 15

ԇ テ　　　ー　　　マ 時期 日数 定員 備　　考
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海外研修　地域とエネルギー関連施設の共生を学ぶ H21.10 8 1524

2

5

8

10

11

12

13

14

15

16

17

20

21

22

3

4

6

7

9

18

19
地域資源を活かした観光まちづくり戦略
   ～魅力あふれる個性豊かな地域づくり～

H21.11 3 40 現地研修

あなたも研修に参加しませんかあなたも研修に参加しませんかあなたも研修に参加しませんかあなたも研修に参加しませんか

平成21年度  研修スケジュール（予定）

注１　応募者が募集定員に満たない場合は、中止または開催時期等を変更する場合があります。 
注２　定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りすることがあります。
　　　また、応募状況によっては、同一市町村からの参加者数を制限する場合があります。  

注１　応募者が定員に満たない場合、中止または開催時期を変更することがあります。    
注２　国際情勢により、実施への影響が懸念される場合は、中止または開催時期を変更することがあります。

注３　応募者が定員になり次第、締め切らせていただきますので、参加をお断りする事があります。 

欧州

国内研修国内研修国内研修

海外研修海外研修海外研修
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ありがとうございました

平成21.４.１現在

前月比

（敬称略）

上勝幼稚園

戸籍の窓口

彩保育園

高丸山大祭！春の祭典 開催

人 口

男

女

世帯数

2,000人（　3）
940人（　3）

1,060人（　0）
850戸（△1）

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

620人（　4）

357人（△2）

276人（　4）

351人（△4）

396人（　1）

254戸（　0）

145戸（△2）

123戸（   2）

152戸（△1）

176戸（　0）

高齢化率　49.50％

お 菓 子  

お菓子･子供用エプロン 

お菓子・折り紙 

花 木  

お 菓 子  

お 菓 子  

ぬいぐるみ・お花見 

雑 貨  

ち り と り  

お 菓 子  

福 原

正 木

福 原

傍 示

正 木

正 木

正 木
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正 木

傍 示

木 川 晴 美

峠　　　十志子

井　岡　五十惠

野 田 實 隆

李

鳥 海 進 一

古 請 和 子

府 殿 婦 人 会

　 野 賢 一

山 西 美 弘

品　　名 住所 氏　　名

お 菓 子 生 実 吉 積 友 栄

品　　名 住所 氏　　名
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３月の視察来町者数平成21年

件　　　　　　  名3 5 3 9 1

中 川 文 夫 76歳（正木）

篠 崎 直 彦 64歳（生実）

つつしんで
ご冥福をお祈りします

日　　時 救急病院名

５月 ３ 日㈰

５月 ５ 日㈫

５月 ７ 日㈭

５月 ９ 日㈯

５月11日㈪

５月13日㈬

５月15日㈮

５月17日㈰

５月19日㈫

５月21日㈭

５月23日㈯

５月25日㈪

５月27日㈬

５月29日㈮

５月31日㈰

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

６月 ２ 日㈫ 上勝町診療所

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

　上勝町の皆さん、初め

まして。緑のふるさと協

力隊で一年間お世話にな

る柄澤良味と申します。

徳島駅からバスで上勝町

に着く間、美しい山の景

色を見て来ました。こん

な素晴らしい所で一年間

過ごせることがとてもう

れしいです。宜しくお願

いします。

柄 澤 良 味 　橋 野土花

　緑のふるさと協力隊としてお世話

になります　橋野土花です。先月短

大の保育科を卒業しました。東京出

身の20歳です。

　上勝町の美しい自然と、人々の温

かさに感動しています。私は食べる

ことと、運動することが大好きなの

で、郷土料理を教えて頂いたり、一

緒にスポーツをして交流できること

を楽しみにしています。これから皆

さんに沢山お世話になると思います

が、どうぞよろしくお願いします。

■日時　平成21年５月５日③
　　　　こどもの日

■場所　高丸山

■内容

◆山々に響く迫力の生演奏

　９時30分～11時15分

　演奏：ひとしずく、ニューサ

　ウンドウェーブスジャズオー

　ケストラ

◆高丸山大祭（山開き）

　13時～14時

　御神輿がブナ林を走ります

　月ヶ谷温泉ペア宿泊券（１組）

　や朝採り山菜等が当たるお楽

　しみ抽選会開催！！

◆お楽しみ出店　10時～12時

　うどん、天ぷら（あめご、山

　菜等）他

高丸山大祭！春の祭典送迎バス

ツアー（徳島駅～高丸山）も実施

予定。

参加費　3500円（昼食付）

■お問い合わせ先

　高丸山千年の森ふれあい館

　Ԡ0885-44-6680

高丸山大祭！春の祭典 開催
主催：かみかつ里山倶楽部       共催：座・あさひ

　高丸山千年の森の指定管理

者で、地元10団体によって構

成される団体です。

かみかつ里山倶楽部とは

⑭かみかついっきゅう・⑭も
くさん・⑭環境とまちづくり
・NPO法人郷の元気・ハーモ
ニーライフクラブ旭・上勝林
友会・勝浦川若手林研・上勝
環境デザイン研究会・上勝自
然体験学習研究会・勝浦川流
域ネットワーク

緑のふるさと協力隊緑のふるさと協力隊ですです !緑のふるさと協力隊です !はじめまして !

（敬称略）

から  さわ   よし    み たか はし    の   ど    か
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